


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































0:19 保育者 B と女児 N がくまの指人形で演じていると、女





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































0:47 女児 H がいつやるのか女児 C に聞いている様子。女児



















































































































0:47 女児 H がいつやるのか女児 C に聞いている様子。女児
C は「もう無理よ、片付けやけん」と言う。女児 P が
「じゃあ、明日」と言うと女児 Cが「無理、やまちゃん
来られんけん」と言う。女児Hが「ねエやまちゃん今日
できる？」と保育者に声を掛ける。保育者は「今日はも
うできないんじゃない？」と答える。女児Hは「でも、
やるだけやってみよう」と言う。
最終日は２日目ほど人形劇遊びに意欲的に参加する子
がおらず、意欲が持続している女児 C、Hがチケットを
作成したり、チケットを配るなどしているが、メンバー
が揃わないので演じて遊ぶことができなかった。これま
で人形劇遊びに積極的に参加していた男児 Fは、一人で
かぐや姫が生まれるところを演じで去って行った。最終
的には観客の前で演じることはできず、チケットを貰い
やってきた子どもが残念そうにしている姿も見られた。
最後はポスター作りをすることになるが、片付けの時間
となり、達成感を得られる活動にはならなかった。人形
劇をやりたい気持ちを保育者へ伝えてくる女児Cの様子
も見られた。
また、先月の活動で人形劇遊びに満足したのか、今月
の人形劇遊びには参加しない子が見られた。
（考察）
長期的に筆者が子どもと関わり、人形遊びや人形劇遊
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びを持ち込んで一緒に活動したことにより、子どもは保
育者へ親しみを持ち、調査当初は保育者の名前を呼ぶこ
とはなかったが、11月には「やまちゃん」と呼んで話し
かけたりスキンシップをとる行動が見られるようになっ
た。人形劇遊びは筆者が園へやってきて人形を持ち込ん
だ時のみ開催される遊びであり、普段から環境として存
在する遊びではないため、人形劇遊びが自由遊びの時間
に定着することはなかったが、逆に、筆者が来たら人形
劇遊びをすることができるということは定着した。実際
に調査が終わる最終日に女児 Cが「無理、やまちゃん来
られんけん」と言ったのは、人形劇を演じるためには保
育者が必要であると認識しているからであろう。また、
女児Cは人形劇遊びに年中時より参加しており、年長時
では、強い自己主張はしないものの、自分で役を見つけ
たり、小道具作りにも積極的に参加していた。保育者に
対して意思を言葉で表現することはなかったが、最終日
には人形劇遊びをしたいことを保育者へ伝えることがで
きた。これは、人形劇遊びを保育者や友達と一緒に楽し
みたいという意志が言葉で表現しようとする力に繋がっ
たと言える。
また、物語に親しみを持って関わり、アドリブを入れ
て友達を笑わせたりしながら、話を発展させようとする
姿が見られたことは、幼稚園教育要領第２章「ねらい及
び内容」に記されている領域「言葉」のねらい（３）『日
常生活に必要な言葉が分かるようになるとともに、絵本
や物語などに親しみ、先生や友達と心を通わせる』［４］こ
とへ、物語を演じるだけでなく、観客を想定して劇場へ
見立てる遊びを展開し表現しようとする姿などは、領域
「表現」ねらい（２）『感じたことや考えたことを自分な
りに表現して楽しむ』［５］ことへ、また、友達と協力して
人形劇を演じたり小道具作りをすることや、保育者に対
して親しみを持つことができたことは、領域「人間関係」
のねらい（２）『身近な人と親しみ、かかわりを深め、愛
情や信頼感をもつ』［６］ことを促す効果があると言え、人
形劇観劇や人形劇遊びは幼児にとって「言葉」や「人間
関係」、「表現」の領域において、幅広く発達を促す効果
があると言うことも明らかになった。
２．担任へのインタビューからの考察
調査を終え、2015年12月８日に年長 A組の担任から
今回の調査について話を伺うことができた。担任は、
発表会の前に人形劇遊びを経験し、演じる楽しさ
と何かを使って演じる楽しさが客観的に捉える視点が
子どもたちに繋がったのではないかと思う。発表会話
をしている時に、「お客さんが見ていてわからないか
も」とか「こうしたらもっと面白いんじゃないか」等
の思考が芽生えた可能性があり、もしかしたらこれが
ひとつのきっかけだったかもしれないと思う。
と話し、人形劇を保育に取り入れることについて、
最近の子は人形を大事にするところからなのかな、
と思う。普段から赤ちゃんの人形が裸でポンと置か
れているので、生き物として大事にするような環境
作りから始めなければならないと思う。家庭での様
子も関わってくると思う。善悪の判断において、わ
かっているつもりで話していてもピントがあってな
いことがあり、当たり前だと思って話してはいけな
いと思う。面白おかしく人形に接する際には限度や
加減を知る必要がある。友達にとがめられたり、乱
暴に扱って人形が壊れる経験をして気付き、心の面
も成長していくのではないかと思う。
と話した。
担任の話の中でも前述した「客観的」視点について語
られており、子ども達は人形劇遊びを発表会前に経験し
たことにより、保育の中で客観的な思考からの発想をす
ることができたのではないかと考えられる。つまり、人
形劇遊びは物語を読み親しんだ上で、演じてみることに
より、より一層舞台のイメージが膨らみ、発表会におい
て主体的に表現することを促す効果があるのではないだ
ろうか。
人形の取り扱いについては、人形に幼い頃から親しむ
経験が必要であること、また、子どもが保育者や保護者
から人形で話し掛けてもらう経験が必要ではないかと考
える。幼い頃からの経験の積み重ねが人形への親しみを
持てるものへと繋がり、人形が動きながら安心できる大
人の声で話し掛けることは、子どもにとって心地良いも
のであり、それが人形へ親しみをもって関わることがで
きることへと繋がるのではないだろうか。
また、担任は人形劇で遊んでいた子ども達について、
普段から切ったり貼ったり作ったりを楽しんでい
る子ども達で、「これを作るためにはあれとあれがい
るというのがピンときて、道具を持って来れる。こ
れは普段からやってるからだなと思った。
と話した。この話から人形劇遊びが主に工作の時間に費
やされた要因がそこにあることが理解できる。子ども達
は保育者が導かなくても創意工夫をして小道具を作ろう
としていたが、人形劇をやってみる際には、保育者が主
導となり、話を進めていかなければ演じることが困難で
あった。これは前述した通り、人形劇が環境として常に
［４］文部科学省「幼稚園教育要領」　2008　７頁
［５］文部科学省「幼稚園教育要領」　2008　８頁
［６］文部科学省「幼稚園教育要領」　2008　４頁
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あるものではなく、保育者が来た時にだけ開催される「特
別な遊び」であったからであろう。けれど、回数を重ね
ると人形の使い方を教えたり、演技の指導をする姿が見
られるようになった。客観的思考も芽生えており、自発
的に客席を想定して演じる姿や、見せ方を工夫する姿も
見られるようになったことは、人形劇ならではの効果で
はないかと考える。
Ⅲ．人形及び人形劇を用いた保育について
本研究では、年中時においては人形劇観劇前と後での
変化や、観劇後の人形劇を演じてみる様子を、年長時に
おいては人形劇遊びの中で友達と触れ合う姿や劇作りの
様子などを総合的に調査・考察したが、年中時において
は、人形劇観劇前では人形に対してあまり興味を示さな
かった子ども達が観劇後には人形に親しみを持って接し
ており、実際に人形の遣い方をレクチャーすると、好き
な人形を手に取って舞台で演じることを楽しんだ。年中
時では調査日数も少なかったため、人形に親しむ程度の
関わりとなったが、短期間であっても子どもの記憶に人
形の姿が残り、年長時になって「鳥は？」「だいこん（カ
ブ）は？」と声を掛けてくる子がいたことは、人形劇の
観劇体験が子どもにとって心に残る特別な体験であった
ことが窺える。
年長時においては、指人形によるテーブル人形劇を演
じることで、人形の役を考慮し、その役の感情を人形を
用いて表現する体験をすることができた。人形劇遊びは
劇遊びの場合と違い、劇遊びでは自分が演じ、なりきる
体験となるが、人形劇の場合は人形を介するので、自分
ではできない行動や言動が見られた。例えば、かぐや姫
を演じている時に「５人の若者が結婚してくださいと何
度も頭をペコペコ下げる」という演技は人形にさせるか
ら面白いのであって、子ども達が自ら演じるとなると、
おそらく照れて表現することはできないであろう。また
「おばあさんがかぐや姫に川へ落とされた」と言っておば
あさん役のくまの指人形を机の下に落とした行動は、人
形だからできたことであり、自分達で演じるとなった場
合には生まれない発想であろう。また、「空を飛ぶ」「キ
スをする」「斧で斬られる」といった表現が見られたが、
これらも自分では表現しようとは思わないであろう。こ
れは、松崎（2008）が述べている、
人形を用いて演じることは、自分とは違うもの・
役になって、想像力を活発に働かせることに影響を
与える。一般化された形象物としての人形が自分の
外に存在することは、演じ手にとって、日常とのつ
ながりや責任を全く感じずに、自由に性格づけをし
自由に行動することができるのである。［７］
ということを裏付けるものであると言え、人形劇だから
こそ生まれた発想を人形に演じさせることにより、非現
実的な物語を演じて遊ぶことを楽しむことができたと言
える。
人形劇遊びの中では様々な工夫やアイディアが生まれ、
協力する姿が見られた。また、演じる際に役を譲ったり、
手伝ったり、自分で役を見付けたりしながら、人形劇遊
びを楽しむ姿が見られた。このような活動をしながら友
達や保育者と一緒に作り上げる体験や、アイディアを認
められて褒められる経験は、協調性や信頼感を養い、自
己肯定感を育てることに繋がると言える。また、客席を
想定した遊びも展開し、客観的思考が芽生えたことは人
形劇遊びがもたらした効果であり、自己中心性を持つ幼
児にとって客観的思考を発達させることは、社会性を身
につけることへも繋がると言える。また、７月の調査を
始めた時と11月の調査とを比較すると、子ども達は人形
劇遊びに関わった保育者へ親しみを持てるようになって
いた。このことは、人形でコミュニケーションを取った
ことをきっかけとしていることから、保育者が人形を保
育に用いることは子どもが保育者へ親しみを持ちやすく
なると言え、保育者が子どもと人形遊びや人形劇遊びを
することは親近感や信頼感を持つことができたことから、
人形遊びや人形劇遊びは保育において子どもの心を育む
有効な児童文化財と言えるのではないだろうか。
Ⅳ．おわりに
本研究では、実際に保育に人形遊びを持ち込んで考察
を行った結果、人形遊びは幼児にとって「言葉」や「人
間関係」、「表現」の領域において、幅広く発達を促す効
果があると言うことが明らかになった。しかし、本研究
は限られた時間の中で調査を行ったため、時間の感覚が
未発達で見通しが立てられない子ども達において、子ど
もの主体的活動に寄り添う中で、保育者が見通しを立て
てやり、声掛け等により目的を達成させてやる必要があ
ることも明らかとなった。細切れな自由遊びの時間で集
中力は持続しないという姿も見られ、自由遊びの子ども
の遊びは思う存分自由に遊んでいるとは言い難い様子が
窺えた。このことから、人形劇遊びを保育へ取り入れる
には、やはり保育の中で人形や物語に親しむ経験を積み
重ねていく必要があり、経験が少ない場合は保育者が子
どもの主体的行動を妨げないような間接的主導や援助を
行なう必要があると言える。
また、人形との関わり方については、担任も「人形を
普段から生き物として大事にするような環境作りから始
［７］松崎行代　前掲　68頁
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ら面白いのであって、子ども達が自ら演じるとなると、
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形だからできたことであり、自分達で演じるとなった場
合には生まれない発想であろう。また、「空を飛ぶ」「キ
スをする」「斧で斬られる」といった表現が見られたが、
これらも自分では表現しようとは思わないであろう。こ
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［７］松崎行代　前掲　68頁
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めなければならないと思う」と話していたが、最初から
「可愛い！」と飛びつく女児もいれば、叩いたり投げたり
と攻撃的な関わりをする男児もいた。いずれにせよどち
らも人形とは関わりたい気持ちがあるのは事実である。
その表現方法が様々であるのだが、人形を大切に思う気
持ちを育むためには、やはり人形が動く姿を見たり、大
人が人形を遣って子どもへ話しかけたりすることにより、
疑似的に人形への命を感じ、思いやる気持ちを育むこと
が必要ではないかと考える。実際に、人形劇遊びに参加
した子ども達は酷い取り扱いをすることはなかったが、
通りすがりに関わる子どもの中には乱暴に接する子がい
た。これは、人形劇遊びに参加した子ども達は、人形で
遊び続けたことにより、人形に親しみを持つようになっ
ていったと考えることもできるだろう。
今後は断片的な調査ではなく継続的な調査、あるいは
他の幼稚園・保育園において調査を続けて行くことによ
り、保育における人形遊びや人形劇遊びの可能性を探っ
て行きたい。また、保育に取り入れることが子どもの心
の育ちを豊かにすることができるのか、あるいは別の効
果が生まれるのかなど、他の児童文化財との比較も考慮
しながら研究を続けていきたい。
謝　　辞
本研究の実践にあたり、ご協力頂いた中村学園大学付
属あさひ幼稚園の先生方に心より感謝申し上げます。
5
